
【学生部門】 

●東北から 情報通信技術(ＩＣＴ) を活用した
スタートアップ を創出するため、
２０１５年から毎年開催している ピッチイベント です。

◇「SPARK! TOHOKU 2023 Startup Pitch」出場募集の対象は？
・東北地区に縁のある学生、または東北地区に縁のある学生のみで構成されたチームであること。

・情報通信技術（ＩＣＴ）を活用したビジネスプランがあること。（発表時点でプロトタイプを実装していることが望ましい。）

◇「SPARK! TOHOKU 2023 Startup Pitch」選考の視点は？  ※ 出場者は、応募者の中から選考により決定されます。

前提：自分のアイディアを形にして、自分の技術を活用して、世の中に広めていきたい意気込みがある。

・経営者として魅力的か、意志力・伸びしろはあるか。

・魅力的な事業領域か。（市場の規模は大きいか、成長が期待できるか。）

・勝てる戦略か。(独自技術・アイディアがあるか、事業計画に実現可能性があるか。)

・サービスや技術としてキラリと光る価値があるか。

◇「SPARK! TOHOKU 2023 Startup Pitch」出場者の主なメリットは？
・ＩＣＴメンターによるビジネスプランのブラッシュアップセミナーに参加することができます。

・ＩＣＴメンターから個別にメンタリングを受けることができます。

※ ICTメンターは、ICT大企業やベンチャーキャピタル、ベンチャー経営者等、各分野のプロフェッショナルです。

ICTアントレプレナーをサポートし、事業化を促進します。

・全国大会（起業家甲子園）への出場権獲得の機会が得られます。

※ 起業家甲子園への最終的な出場の可否は、令和6年2月開催予定のICTメンター会議において決定されます。

●総務省 と 国立研究開発法人情報通信研究機構(NICT) が
全国規模で開催するピッチイベント 起業家甲子園 の
東北地区における連携大会です。

●SPARK! TOHOKU 2023 Startup Pitch
（12月 15日 仙台市で開催）で 最優秀賞(ＮＩＣＴ賞)を
受賞すると、起業家甲子園（2024年 3月 東京都で開催）
の 出場権を獲得できます。

◇「起業家甲子園」出場権獲得者の主なメリットは？
・ＩＣＴメンターによるメンタリング、ビジネスプランのブラッシュアップを受けることができます。

・米国シリコンバレーでの短期ブートキャンプ（2022年度の例）等への参加の機会が得られます。



●起業家甲子園 の出場者には、多くのメリットがあります。
◇「起業家甲子園」出場者の主なメリットは？

・総務大臣賞など各賞獲得の機会が得られます。

・パートナー企業とのマッチング・交流の機会が得られます。

・審査委員を務める著名なベンチャーキャピタリスト（VC）に対し、直接プレゼンを行うことができます。

●スケジュール
8月 1日～10月 2日 15:00 出場者募集 

10月中旬 (書類審査のうえ)出場者決定 

11月中旬 ブラッシュアップセミナー 開催 

12月 15日 ピッチ ( SPARK! TOHOKU 2023 Startup Pitch ) 開催（仙台市） 

翌年 3月 13日 ピッチ 全国大会 ( 起業家甲子園 ) 開催（東京都） 

※ 主催：SPARK! TOHOKU 実行委員会

仙台市、会津若松市、郡山市、滝沢市、八幡平市、山形県、国立大学法人東北大学、公立大学法人会津大学、エイチタス株式会社、

事業創発研究会DigiBizみやぎ、一般社団法人EO North Japan（EONJ）、フォーアイディールジャパン株式会社、 

国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）、総務省東北総合通信局 

※ 共催

東北情報通信懇談会、秋田県、青森市、青森商工会議所、国立大学法人弘前大学、国立大学法人岩手大学、 

国立大学法人秋田大学、国立大学法人山形大学、公立大学法人岩手県立大学、公立大学法人秋田県立大学 

※ 協力

仙台スタートアップエコシステム推進協議会、NTT都市開発株式会社、東日本電信電話株式会社 宮城事業部 

※ 協賛

アイリスオーヤマ株式会社、株式会社青森銀行、株式会社秋田銀行、いわぎん事業創造キャピタル株式会社、 

株式会社 NTTドコモ東北支社、株式会社きらやか銀行、KDDI株式会社、株式会社七十七銀行、 

生活協同組合連合会コープ東北サンネット事業連合、ソフトバンク株式会社、株式会社東邦銀行、東北電力株式会社、

株式会社三菱 UFJ銀行、山形新聞 

●申し込み方法 は、

総務省 東北総合通信局 ホームページ
https://www.soumu.go.jp/soutsu/tohoku/hodo/index.html 

をご覧ください。 

●お問合せ は、

総務省 東北総合通信局 情報通信連携推進課
MAIL: shien-toh@ml.soumu.go.jp

までお願いします。


